
 

平成 26 年度を迎えて 

障害者支援施設 松葉学園グループ 松葉村 

村長（総合施設長） 川中 和史 

 若葉が目にまぶしい季節となりました。深緑の中に、若緑の木々をじっと

見ていると初夏の訪れを感じます。今年も暑くなるのでしょうか。 

 平成 26 年度を迎えました。障がいの分野では、グループホーム一元化と

なり、今まで使っていたケアホームという言い方がなくなりました。現在、

法人の運営するグループホーム『夢の家』には 34 名の方がご利用頂いてい

ます。皆それぞれに夢を持って生活してほしいと願い、この名前を付けまし

た。そこでは、ほとんどの利用者が仕事や実習という形で働いています。夢

を叶えるのには、現実的に経済的に安定することは大事なことです。お金は、

大切です。 

 ところで先日、ある銀行が調べたお父さんのおこずかい調査を目にしまし

た。平均が、月 38000 円くらいだそうです。はたして、これは多いのか少な

いのか・・・。 

 今年度も、みんなが元気で支えあいながら笑顔で生活していきましょう！ 


